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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１以上のＩＰ端末にそれぞ
れ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする下位主装置であって、
　１以上の非ＩＰ端末を収容する端末収容パッケージと、
　各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データを前記端末収容パッケージを介して入力
し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換する端末情報データ変換モジュールと
、
　前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前記ＩＰ端末情報デ
ータを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信する送信モジュールと、
　前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ端末指示データを多重分離して、
各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力する受信モジュールと、
　前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前記ＩＰ端末指示データを入力し、
各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、該各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指
示データを前記端末収容パッケージに出力する端末指示データ変換モジュールと、
　を備え、
　前記端末収容パッケージは、前記端末指示データ変換モジュールから入力した前記各非
ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを各非ＩＰ端末に出力し、
　前記送信モジュール及び前記受信モジュールを含むＩＰ端末モジュールは、ＩＰ端末に
実装される制御モジュールを流用して構成され、且つ、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末
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に対応する１以上のサブモジュールを含み、
　前記端末情報データ変換モジュール及び前記端末指示データ変換モジュールを含む変換
モジュールは、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末に対応する１以上のサブモジュールを含
み、
　前記ＩＰ端末モジュールに含まれる他のサブモジュールと独立して動作する前記ＩＰ端
末モジュールに含まれる各サブモジュールと、前記変換モジュールに含まれる他のサブモ
ジュールと独立して動作する前記変換モジュールに含まれる各サブモジュールとにより行
なわれる処理により、前記ＩＰ端末モジュールに含まれる各サブモジュールは、前記上位
主装置に対し、そのサブモジュールに対応する各前記非ＩＰ端末に代替するＩＰ端末とし
て動作することを特徴とする下位主装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の下位主装置であって、
　主装置機能部を更に備え、前記上位主装置との間の通信状態が異常となった時、前記主
装置機能部が前記上位主装置の代わりに働くことを特徴とする下位主装置。
【請求項３】
　上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１以上のＩＰ端末にそれぞ
れ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法であって
、
　端末収容パッケージが、１以上の非ＩＰ端末を収容するステップと、
　端末情報データ変換モジュールが、各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データを端
末収容パッケージを介して入力し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換するス
テップと、
　送信モジュールが、前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末情報データを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信するステップと
、
　受信モジュールが、前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ端末指示デー
タを多重分離して、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力するステップと、
　端末指示データ変換モジュールが、前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末指示データを入力し、各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、
該各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを前記端末収容パッケージを介して各非ＩＰ
端末に出力するステップと、
　を有し、
　前記送信モジュール及び前記受信モジュールを含むＩＰ端末モジュールは、ＩＰ端末に
実装される制御モジュールを流用して構成され、且つ、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末
に対応する１以上のサブモジュールを含み、
　前記端末情報データ変換モジュール及び前記端末指示データ変換モジュールを含む変換
モジュールは、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末に対応する１以上のサブモジュールを含
み、
　前記ＩＰ端末モジュールに含まれる他のサブモジュールと独立して動作する前記ＩＰ端
末モジュールに含まれる各サブモジュールと、前記変換モジュールに含まれる他のサブモ
ジュールと独立して動作する前記変換モジュールに含まれる各サブモジュールとにより行
なわれる処理により、前記ＩＰ端末モジュールに含まれる各サブモジュールは、前記上位
主装置に対し、そのサブモジュールに対応する各前記非ＩＰ端末に代替するＩＰ端末とし
て動作することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法。
【請求項４】
　上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１以上のＩＰ端末にそれぞ
れ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法をコンピ
ュータに行わせるためのプログラムであって、
　前記非ＩＰ端末収容方法は、
　端末収容パッケージが、１以上の非ＩＰ端末を収容するステップと、
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　端末情報データ変換モジュールが、各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データを端
末収容パッケージを介して入力し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換するス
テップと、
　送信モジュールが、前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末情報データを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信するステップと
、
　受信モジュールが、前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ端末指示デー
タを多重分離して、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力するステップと、
　端末指示データ変換モジュールが、前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末指示データを入力し、各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、
該各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを前記端末収容パッケージを介して各非ＩＰ
端末に出力するステップと、
　を有し、
　前記送信モジュール及び前記受信モジュールを含むＩＰ端末モジュールは、ＩＰ端末に
実装される制御モジュールを流用して構成され、且つ、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末
に対応する１以上のサブモジュールを含み、
　前記端末情報データ変換モジュール及び前記端末指示データ変換モジュールを含む変換
モジュールは、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末に対応する１以上のサブモジュールを含
み、
　前記ＩＰ端末モジュールに含まれる他のサブモジュールと独立して動作する前記ＩＰ端
末モジュールに含まれる各サブモジュールと、前記変換モジュールに含まれる他のサブモ
ジュールと独立して動作する前記変換モジュールに含まれる各サブモジュールとにより行
なわれる処理により、前記ＩＰ端末モジュールに含まれる各サブモジュールは、前記上位
主装置に対し、そのサブモジュールに対応する各前記非ＩＰ端末に代替するＩＰ端末とし
て動作することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上位主装置と非ＩＰ（Internet Protocol）端末とを接続するための下位主
装置及び非ＩＰ端末収容方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、主装置の存在する場所から地理的に離れた場所で電話機を主装置に接続する場合
、図１に示すようにＩＰ端末９０３－１、９０２―２、・・・、９０２－ｎを必要数分設
置し、各々のＩＰ端末９０３－１、９０２―２、・・・、９０２－ｎをＩＰ網を介して上
位主装置に接続する必要があった。
【０００３】
　また、デジタル端末をＩＰ網以外のデジタル網で上位主装置に接続する技術は存在して
いたが、デジタル端末をＩＰ網で上位主装置に接続する技術は存在していなかった。
【０００４】
　特許文献１には、ＩＰ網と回線交換網に接続された通信装置に、デジタル加入者線によ
り端末収容装置を接続し、端末収容装置に端末装置を接続することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１２４４５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、ＩＰ端末は非ＩＰ端末（例えば、デジタル端末）に比べ高価である上、設置す
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る上でスイッチング・ハブなどを必要とするため、非常にコストがかかっていた。また、
ＩＰ端末ごとに設定を必要とし、管理しなければならないため、保守性・工事の面からも
大きな問題となっていた。
【０００７】
　また、ＩＰ網の障害によりＩＰ端末と上位主装置との接続が遮断された場合、そのＩＰ
端末を他のＩＰ端末や公衆回線に接続されている電話機に接続できなくなるという問題点
もあった。
【０００８】
　一方、デジタル端末をＩＰ網以外のデジタル回線で上位装置に接続する技術では、デジ
タル端末をＩＰ網で上位主装置に接続することができない。
【０００９】
　特許文献１の技術では、通信装置は、ＩＰ変換部を含み、ＩＰ変換部は、ＶｏＩＰ処理
部とパケット処理部を含むが、通信装置は、電話機の呼制御機能を有していない。
【００１０】
　そこで、本発明は、デジタル端末などの非ＩＰ端末をＩＰ網で上位主装置に接続すると
共に、呼制御に対応できる下位主装置及び非ＩＰ端末収容方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によれば、上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１以上の
ＩＰ端末にそれぞれ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする下位主装置
であって、１以上の非ＩＰ端末を収容する端末収容パッケージと、各非ＩＰ端末が出力し
た非ＩＰ端末情報データを前記端末収容パッケージを介して入力し、各非ＩＰ端末に係る
ＩＰ端末情報データに変換する端末情報データ変換モジュールと、前記端末情報データ変
換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前記ＩＰ端末情報データを多重化して、ＩＰ
網を介して上位主装置に送信する送信モジュールと、前記上位主装置から前記ＩＰ網を介
して受信したＩＰ端末指示データを多重分離して、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示デー
タを出力する受信モジュールと、前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前記
ＩＰ端末指示データを入力し、各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、該各
非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを前記端末収容パッケージに出力する端末指示デ
ータ変換モジュールと、を備え、前記端末収容パッケージは、前記端末指示データ変換モ
ジュールから入力した前記各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを各非ＩＰ端末に出
力し、前記送信モジュール及び前記受信モジュールを含むＩＰ端末モジュールは、ＩＰ端
末に実装される制御モジュールを流用して構成され、且つ、それぞれが１つの前記非ＩＰ
端末に対応する１以上のサブモジュールを含み、前記端末情報データ変換モジュール及び
前記端末指示データ変換モジュールを含む変換モジュールは、それぞれが１つの前記非Ｉ
Ｐ端末に対応する１以上のサブモジュールを含み、前記ＩＰ端末モジュールに含まれる他
のサブモジュールと独立して動作する前記ＩＰ端末モジュールに含まれる各サブモジュー
ルと、前記変換モジュールに含まれる他のサブモジュールと独立して動作する前記変換モ
ジュールに含まれる各サブモジュールとにより行なわれる処理により、前記ＩＰ端末モジ
ュールに含まれる各サブモジュールは、前記上位主装置に対し、そのサブモジュールに対
応する各前記非ＩＰ端末に代替するＩＰ端末として動作することを特徴とする下位主装置
が提供される。
【００１２】
　また、本発明によれば、上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１
以上のＩＰ端末にそれぞれ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする非Ｉ
Ｐ端末収容方法であって、端末収容パッケージが、１以上の非ＩＰ端末を収容するステッ
プと、端末情報データ変換モジュールが、各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データ
を端末収容パッケージを介して入力し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換す
るステップと、送信モジュールが、前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非Ｉ
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Ｐ端末に係る前記ＩＰ端末情報データを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信す
るステップと、受信モジュールが、前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ
端末指示データを多重分離して、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力するステ
ップと、端末指示データ変換モジュールが、前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末
に係る前記ＩＰ端末指示データを入力し、各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変
換し、該各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを前記端末収容パッケージを介して各
非ＩＰ端末に出力するステップと、を有し、前記送信モジュール及び前記受信モジュール
を含むＩＰ端末モジュールは、ＩＰ端末に実装される制御モジュールを流用して構成され
、且つ、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末に対応する１以上のサブモジュールを含み、前
記端末情報データ変換モジュール及び前記端末指示データ変換モジュールを含む変換モジ
ュールは、それぞれが１つの前記非ＩＰ端末に対応する１以上のサブモジュールを含み、
前記ＩＰ端末モジュールに含まれる他のサブモジュールと独立して動作する前記ＩＰ端末
モジュールに含まれる各サブモジュールと、前記変換モジュールに含まれる他のサブモジ
ュールと独立して動作する前記変換モジュールに含まれる各サブモジュールとにより行な
われる処理により、前記ＩＰ端末モジュールに含まれる各サブモジュールは、前記上位主
装置に対し、そのサブモジュールに対応する各前記非ＩＰ端末に代替するＩＰ端末として
動作することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法が提供される。
【００１３】
　更に、本発明によれば、上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１
以上のＩＰ端末にそれぞれ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする非Ｉ
Ｐ端末収容方法をコンピュータに行わせるためのプログラムであって、前記非ＩＰ端末収
容方法は、端末収容パッケージが、１以上の非ＩＰ端末を収容するステップと、端末情報
データ変換モジュールが、各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データを端末収容パッ
ケージを介して入力し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換するステップと、
送信モジュールが、前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前
記ＩＰ端末情報データを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信するステップと、
受信モジュールが、前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ端末指示データ
を多重分離して、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力するステップと、端末指
示データ変換モジュールが、前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前記ＩＰ
端末指示データを入力し、各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、該各非Ｉ
Ｐ端末に係る非ＩＰ端末指示データを前記端末収容パッケージを介して各非ＩＰ端末に出
力するステップと、を有し、前記送信モジュール及び前記受信モジュールを含むＩＰ端末
モジュールは、ＩＰ端末に実装される制御モジュールを流用して構成され、且つ、それぞ
れが１つの前記非ＩＰ端末に対応する１以上のサブモジュールを含み、前記端末情報デー
タ変換モジュール及び前記端末指示データ変換モジュールを含む変換モジュールは、それ
ぞれが１つの前記非ＩＰ端末に対応する１以上のサブモジュールを含み、前記ＩＰ端末モ
ジュールに含まれる他のサブモジュールと独立して動作する前記ＩＰ端末モジュールに含
まれる各サブモジュールと、前記変換モジュールに含まれる他のサブモジュールと独立し
て動作する前記変換モジュールに含まれる各サブモジュールとにより行なわれる処理によ
り、前記ＩＰ端末モジュールに含まれる各サブモジュールは、前記上位主装置に対し、そ
のサブモジュールに対応する各前記非ＩＰ端末に代替するＩＰ端末として動作することを
特徴とするプログラムが提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、下位主装置は、上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞
い、該１以上のＩＰ端末にそれぞれ対応した非ＩＰ端末を収容するので、各非ＩＰ端末が
上位主装置に対してＩＰ端末として振る舞うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】通常の構成を示す概念図である。
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【図２】本発明の実施形態の第１の概念図である。
【図３】本発明の実施形態の第２の概念図である。
【図４】本発明の実施形態による下位主装置の内部構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施形態によるＩＰ網に障害が発生した場合の機能を説明するためのブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための形態について詳細に説明する。
【００１７】
　本実施形態は、図２に示すように、複数のデジタル端末３０１－１、３０１－２、・・
・、３０１－ｎを１台のデジタル端末収容装置（下位主装置）２０１に端末収容パッケー
ジ２０３を用いて収容し、下位主装置２０１を介して、複数のデジタル端末３０１－１、
３０１－２、・・・、３０１－ｎを上位主装置１０１に一括でＩＰ網を介して接続する構
成を有する。
【００１８】
　すなわち、各ＩＰ端末を上位主装置に接続するのではなく、１台の下位主装置２０１が
複数のデジタル端末３０１－１、３０１－２、・・・、３０１－ｎを一括に収容し、管理
する。
【００１９】
　上位主装置との通信は、下位主装置２０１が、接続する全デジタル端末分を一括で行う
。
【００２０】
　これによって、１台の下位主装置２０１だけが、上位主装置１０１とＩＰ網１５１を介
して接続すればよいことになる。
【００２１】
　こうすることで、多額のコストがかかっていたＩＰ端末を安価なデジタル端末に置き換
えることが可能となり、また、複数のデジタル端末３０１－１、３０１－２、・・・、３
０１－ｎを下位主装置２０１が一括で管理することが出来るようになり、端末ごとに必要
だった管理を大幅に削減することが出来る。
【００２２】
　更に、元々は主装置として動作している下位主装置２０１を利用するため、ＩＰ網１５
１の障害時には、下位主装置２０１と上位主装置との通信を停止し、下位主装置２０１は
、単独の主装置として動作することも可能である。従って、下位主装置２０１の端末収容
パッケージ２０３、アナログ回線収容パッケージ２２１などを介して複数のデジタル端末
３０１－１、３０１－２、・・・、３０１－ｎを公衆回線１６１に接続することができる
。
【００２３】
　本実施形態では、既存のＩＰ端末接続の仕組みを下位主装置２０１に取り入れることで
、目指す機能を容易に実現することを目指し、上位主装置１０１と下位主装置２０１のイ
ンターフェースは、図１で示されている上位装置９０１とＩＰ端末９０３のインターフェ
ースを多重化したものとする。下位主装置２０１は、図３に示すように、ＩＰ端末モジュ
ール２０９（１つのＩＰ端末毎のサブモジュール２０９－１、２０９－２、・・・、２０
９－ｎを含む。）を内部に仮想的に実装し、ＩＰ端末モジュール２０９の各サブモジュー
ル２０９－１、２０９－２、・・・、２０９－ｎは、上位主装置とメッセージをやり取り
する。
【００２４】
　すなわち、デジタル端末３０１－ｉ（ｉは、１、２、・・・、ｎの何れかの値）が下位
主装置２０１の端末収容パッケージ２０３に接続したとき、ＩＰ端末モジュール２０９は
、あたかもＩＰ端末が接続したかのように上位主装置１０１にメッセージを通知し、ＳＩ
Ｐ（Session Initiation Protocol）のレジスト処理を行う。こうすることで、上位主装
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置１０１は、下位主装置２０１にデジタル端末３０１－ｉが接続されたことを、ＩＰ端末
が接続されたのと同じように認識することが出来、ＩＰ端末を相手にするのと同様に制御
を行うことが可能になる。
【００２５】
　すなわち、デジタル端末３０１－ｉがオフフックしたとき、ＩＰ端末モジュール２０９
がＩＰ端末がオフフックしたときと同様に上位主装置１０１にメッセージを通知すれば、
上位主装置１０１は、ＩＰ端末に対するのと同じようにメッセージ（表示指示（ＬＣＤ，
ＬＥＤ指示など）のためのメッセージを含む。）を下位主装置２０１に送信すれば、下位
主装置２０１の端末指示データ変換モジュール２０７ｂは、そのメッセージをデジタル端
末３０１－ｉ用に変換して端末収容パッケージ２０３に出力する。
【００２６】
　こうすることで、上位主装置１０１は、下位主装置２０１の配下のデジタル端末３０１
－ｉが接続することを特に意識することなく、ＩＰ端末が接続したのと同様に制御を行う
ことが出来る。
【００２７】
　また、下位主装置２０１も、ＩＰ端末に実装されている制御モジュールをＩＰ端末モジ
ュール２０９として流用することで、容易にデジタル端末３０１－ｉを制御することが出
来る。
【００２８】
　これらの処理は、ＩＰ端末モジュール２０９内のサブモジュール２０９－１、２０９－
２、・・・、２０９－ｉと変換モジュール２０７内のサブモジュール２０７－１、２０７
－２、・・・、２０７－ｎを用いて、接続されるデジタル端末分、独立して行われる。
【００２９】
　図５に示すように、通常時は、上記したような制御を行うことで、上位主装置１０１と
接続して動作することが可能であるが、ＩＰ網１５１に障害が発生したときは、動作モー
ドを切り替え、主装置通常動作モジュール２２３、アナログ回線収容パッケージ２２１を
用いて、本来の主装置としての動作に移行することが出来る。
【００３０】
　図３における構成例では、上位主装置１０１と下位主装置２０１がＩＰ網１５１で接続
されている。下位主装置２０１は端末収容パッケージ２０３を介してデジタル端末３０１
－１、３０１－２、・・・３０１－ｎを収容している。
【００３１】
　図３で示した概念図に対して、メッセージの流れの観点に着目して説明を加える。
【００３２】
　図４を参照すると、デジタル端末指示データとは、下位主装置２０１からデジタル端末
３０１－１、３０１－２、・・・３０１－ｎに対するＬＣＤ，ＬＥＤなどの変更を指示す
るデータを言う。デジタル端末情報データとは、デジタル端末３０１－１、３０１－２、
・・・３０１－ｎから下位主装置２０１に通知するボタン押下や、オフフックなどの端末
情報を通知するデータを言う。
【００３３】
　ＩＰ端末指示データ、ＩＰ端末情報データはそれぞれＩＰ端末制御モジュール２０９に
おける端末指示データ、端末情報データを示す。
【００３４】
　変換モジュール２０７は、ＩＰ端末指示データ、ＩＰ端末情報データをそれぞれデジタ
ル端末用のデジタル端末指示データ、デジタル端末情報データに変換する。ＩＰ端末モジ
ュール２０９は、上位主装置１０１との接続を行い、ＩＰ端末指示データ、ＩＰ端末情報
データを上位主装置１０１との間でやり取りする役割を果たす。
【００３５】
　デジタル端末３０１－ｉがオフフックしたとき、デジタル端末情報データが端末収容パ
ッケージ２０３から端末情報データ変換モジュール２０７ａに伝えられ、端末情報データ
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変換モジュール２０７ａは、デジタル端末情報データをＩＰ端末情報データに変換し、Ｉ
Ｐ端末モジュール２０９に渡す。
【００３６】
　ＩＰ端末モジュール２０９内の送信モジュール２０９ａは、端末情報データ変換モジュ
ール２０７ａから入力した各デジタル端末毎のＩＰ端末情報データを多重化してＩＰ端末
情報データを上位主装置１０１に伝達する。
【００３７】
　上位主装置１０１はＩＰ端末情報データを受信することで、デジタル端末３０１－ｉが
オフフックしたことを認識し、ＬＣＤ、ＬＥＤの内容を変更させるためにＩＰ端末指示デ
ータをＩＰ端末モジュール２０９に送信する。
【００３８】
　ＩＰ端末モジュール２０９の受信モジュール２０９ｂはＩＰ端末指示データを受信し、
これを各デジタル端末毎のＩＰ端末指示データに多重分離し、各デジタル端末毎のＩＰ端
末指示データを変換モジュール２０７に出力する。
【００３９】
　変換モジュール２０７内の端末指示データ変換モジュール２０７ｂは、デジタル端末３
０１－ｉに対応したＩＰ端末指示データをデジタル端末３０１－ｉ用のデジタル端末指示
データに変換して、端末収容パッケージ２０３に出力する。
【００４０】
　以上の制御により、デジタル端末３０１－ｉをオフフックしたときに、デジタル端末３
０１－ｉのＬＣＤ、ＬＥＤを上位主装置１０１の指示によって変化させることが出来る。
【００４１】
　他のオペレーションについても基本的な制御の流れは上記と同一であり、この制御によ
ってデジタル端末３０１－ｉを操作することが出来る。上記と同様な制御を複数回繰り返
すことにより、デジタル端末３０１－ｉを上位主装置１０１に接続することが可能となる
。
【００４２】
　繰り返しの中で、ユーザによりデジタル端末に対し発呼操作が行われたことを、デジタ
ル端末がデジタル端末情報データとして端末収容パッケージ２０３を介して端末情報デー
タ変換モジュール２０７ａに伝えたならば、端末情報データ変換モジュール２０７ａは、
そのデジタル端末情報データをＳＩＰのＩＮＶＩＴＥメッセージを表すＩＰ端末情報デー
タに変換して、そのＩＰ端末情報データを出力する。上位主装置１０１からＳＩＰの１８
０リンギングを表すＩＰ端末指示データを受信モジュール２０９ｂを介して端末指示デー
タ変換モジュール２０７ｂが受けたならば、端末指示データ変換モジュール２０７ｂは、
そのＩＰ端末情報データをＬＣＤ、ＬＥＤにリンギングを表す表示をさせるためのデジタ
ル端末指示データに変換し、そのデジタル端末指示データを端末収容パッケージ２０３を
介してデジタル端末に出力する。上位主装置１０１から通話相手のＳＩＰの２００ＯＫリ
ンギングを表すＩＰ端末指示データを受信モジュール２０９ｂを介して端末指示データ変
換モジュール２０７ｂが受けたならば、端末指示データ変換モジュール２０７ｂは、その
ＩＰ端末情報データをＬＣＤ、ＬＥＤに通話相手のオフフックを知らせるためのデジタル
端末指示データに変換し、そのデジタル端末指示データを端末収容パッケージ２０３を介
してデジタル端末に出力する。デジタル端末からデジタル端末指示データに対する応答信
号を、デジタル端末がデジタル端末情報データとして端末収容パッケージ２０３を介して
端末情報データ変換モジュール２０７ａに伝えたならば、端末情報データ変換モジュール
２０７ａは、そのデジタル端末情報データをＳＩＰのＡＣＫメッセージを表すＩＰ端末情
報データに変換して、そのＩＰ端末情報データを出力する。
【００４３】
　上位主装置１０１は、ＩＰ端末指示データ、ＩＰ端末情報データを通じて端末制御を行
っているため、基本的に接続端末が下位主装置２０１を介したデジタル端末であることを
意識する必要はない。
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【００４４】
　次に、障害が発生したときの動作について説明する。
【００４５】
　図５を参照すると、通常の運用時においては、上記したように、端末収容パッケージ２
０３からのデータは変換モジュール２０７に送られ、ＩＰ端末モジュール２０９を介して
上位主装置に送信される。下位主装置２０１は、上位主装置１０１とのＩＰ網１５１によ
る接続状態を常に監視し、接続状態が正常であればこの経路でデータを処理するが、接続
状態の異常が一定時間続いた場合、端末収容パッケージ２０３からのデータを自装置２０
１の主装置通常動作モジュール２２３による主装置機能で処理し、デジタル端末３０１－
ｉを自主装置２０１で制御する異常時モードに切り替える。
【００４６】
　異常時モードは、下位主装置２０１が本来の主装置として機能するモードであり、異常
時モードにおいては、収容されているアナログ回線収容パッケージ２２１も介してデジタ
ル端末３０１－ｉを公衆回線１６１に接続されている電話機などに接続することが可能で
ある。これによって、下位主装置２０１と上位主装置１０１との接続が切れた場合でも、
デジタル端末３０１－ｉは公衆回線１６１を利用することが可能となり、デジタル端末３
０１－ｉが通信が出来なくなる状態となることを避けることができる。
【００４７】
　上記の実施形態では、ＩＰ端末の代わりにデジタル端末を用いる例を説明したが、これ
をＩＰ端末の代わりにアナログ端末を用いるように変形することができる。また、上記の
実施形態を回線の制御に対応するように変形することもできる。
【００４８】
　上記の実施形態による下位主装置は、ハードウェア、ソフトウェア又はこれらの組み合
わせにより実現することができる。ソフトウェアの部分は、コンピュータがプログラムを
読み込んで実行することによって実現することができる。
【００４９】
　本実施形態によれば、既存のＩＰ端末制御の仕組みを効果的に流用し、下位主装置をい
わば複数のＩＰ端末に見立てることで、効率的にＩＰ接続による下位主装置を実現するこ
とが出来る。
【００５０】
　また、下位主装置として、上位主装置に比較して、小容量のシステムを使用することで
、ＩＰ端末を上位主装置に複数接続したときより全体のコストを大きく抑えることが出来
る。
【００５１】
　加えて、下位主装置にコンフィグレーション・ツールによってＩＰ網を介してアクセス
することで、下位主装置に接続するデジタル端末のレジスト先などの設定を一括に行うこ
とが可能になり、工事・保守性も大きく向上する。
【００５２】
　さらに、下位主装置と上位主装置との接続が出来なくなった場合でも、下位主装置に接
続されたデジタル端末が公衆回線を利用することが可能となり、サバイバビリティーを向
上させることが出来る。
【００５３】
　上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限
られない。
【００５４】
　（付記１）
　上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１以上のＩＰ端末にそれぞ
れ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする下位主装置。
【００５５】
　（付記２）
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　付記１に記載の下位主装置であって、
　１以上の非ＩＰ端末を収容する端末収容パッケージと、
　各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データを前記端末収容パッケージを介して入力
し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換する端末情報データ変換モジュールと
、
　前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前記ＩＰ端末情報デ
ータを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信する送信モジュールと、
　前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ端末指示データを多重分離して、
各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力する受信モジュールと、
　前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る前記ＩＰ端末指示データを入力し、
各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、該各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指
示データを前記端末収容パッケージに出力する端末指示データ変換モジュールと、
　を備え、
　前記端末収容パッケージは、前記端末指示データ変換モジュールから入力した前記各非
ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを各非ＩＰ端末に出力することを特徴とする下位主
装置。
【００５６】
　（付記３）
　付記１又は２に記載の下位主装置であって、
　主装置機能部を更に備え、前記上位主装置との間の通信状態が異常となった時、前記主
装置機能部が前記上位主装置の代わりに働くことを特徴とする下位主装置。
【００５７】
　（付記４）
　上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１以上のＩＰ端末にそれぞ
れ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法。
【００５８】
　（付記５）
　付記４に記載の非ＩＰ端末収容方法であって、
　端末情報データ変換モジュールが、各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データを端
末収容パッケージを介して入力し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換するス
テップと、
　送信モジュールが、前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末情報データを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信するステップと
、
　受信モジュールが、前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ端末指示デー
タを多重分離して、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力するステップと、
　端末指示データ変換モジュールが、前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末指示データを入力し、各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、
該各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを前記端末収容パッケージを介して各非ＩＰ
端末に出力するステップと、
　を有することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法。
【００５９】
　（付記６）
　付記４又は５に記載の非ＩＰ端末収容方法であって、
　前記上位主装置との間の通信状態が異常となった時、主装置機能部が前記上位主装置の
代わりに働くステップを更に有することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法。
【００６０】
　（付記７）
　上位主装置に対して、１以上のＩＰ端末として振る舞い、該１以上のＩＰ端末にそれぞ
れ対応した１以上の非ＩＰ端末を収容することを特徴とする非ＩＰ端末収容方法をコンピ
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ュータに行わせるためのプログラム。
【００６１】
　（付記８）
　付記７に記載のプログラムであって、
　前記非ＩＰ端末収容方法は、
　端末情報データ変換モジュールが、各非ＩＰ端末が出力した非ＩＰ端末情報データを端
末収容パッケージを介して入力し、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末情報データに変換するス
テップと、
　送信モジュールが、前記端末情報データ変換モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末情報データを多重化して、ＩＰ網を介して上位主装置に送信するステップと
、
　受信モジュールが、前記上位主装置から前記ＩＰ網を介して受信したＩＰ端末指示デー
タを多重分離して、各非ＩＰ端末に係るＩＰ端末指示データを出力するステップと、
　端末指示データ変換モジュールが、前記受信モジュールが出力した各非ＩＰ端末に係る
前記ＩＰ端末指示データを入力し、各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データに変換し、
該各非ＩＰ端末に係る非ＩＰ端末指示データを前記端末収容パッケージを介して各非ＩＰ
端末に出力するステップと、
　を有することを特徴とするプログラム。
【００６２】
　（付記９）
　付記７又は８に記載のプログラムであって、
　前記非ＩＰ端末収容方法は、前記上位主装置との間の通信状態が異常となった時、主装
置機能部が前記上位主装置の代わりに働くステップを更に有することを特徴とするプログ
ラム。
【符号の説明】
【００６３】
　１０１　上位主装置
　１５１　ＩＰ網
　２０１　デジタル端末収容装置（下位主装置）
　２０３　端末収容パッケージ
　２０７　変換モジュール
　２０７ａ　端末情報データ変換モジュール
　２０７ｂ　端末指示データ変換モジュール
　２０９　ＩＰ端末モジュール
　２０９ａ　送信モジュール
　２０９ｂ　受信モジュール
　２２１　アナログ回線収容パッケージ
　２２３　主装置通常動作モジュール
　３０１－１～３０１－ｎ　デジタル端末
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